
生活に余裕のある女たちの多くは“優雅”に余暇を楽しんでいるように見える。
この状況はいつまで続くのだろうか。
改めてこの疑問が浮上してきたのは、一本の電話のせいであった。
樋口恵子さん。いうまでもなく、日本のフェミニズムの大先輩。電話は私が

1976年から編集にかかわっている主婦の投稿誌「わいふ」を初めて（！）彼女に贈
呈した反応だった。
「もう、本当にびっくりしたわ。ここに出てくる妻たちは、私が知っている『高
齢社会をよくする女性の会』の女たちと全然違う。元気いっぱい、ためらいなく
どこへでも出かけ、何にでも飛びつく行動力のある女たちばかりと感服していた
のに、『わいふ』で見えてくる女たちは夫に気がねし、子育てに気をとられ、自分
のことは二の次、三の次…。いったい、どっちが本当の日本の女たちの姿なの？」
樋口さんの疑問に、私は一瞬言葉を失った。
しかし考えてみれば、不思議でも意想外でもない。「高齢社会をよくする女性

の会」の中心メンバーも30 ～40代は子育てに忙しく、夫はモーレツサラリーマ
ン、自分中心の活動は後回しであったに違いない。そしていま、世界中をとびま
わる時間的・金銭的余裕のある彼女たちの活動が“働く”ことではなく“楽しむ”
ことが中心になっているのはムリもない。しかしこの現実を肯定的に認容するの
は、私にとって易しいことではない。
社会に直接つながる手段をもたず、夫の経済に寄りかかっている妻たちが“経

済的自立”のみならず“精神的自立”を果たすのはほとんど不可能なことである。
この現実はいたるところに転がっている。私がこの現実に苛立つのは、間違って
いるのだろうか？
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